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１ 事業の目的 

  産業廃棄物の再利用・有効利用を含めた、循環型社会に貢献できる技術者・技能者を育成すると

ともに、木造建築物解体時に排出される構造材の有効活用法を検討する。 

 

２ 当該年度の実施事業の概要・実績 

 『解体木造建築物の構造材再利用促進の基礎的研究』 

  木造建築物を解体する際に排出される各種廃材から再利用可能な部材を採取し、その材料を使用

した木工製品の設計や製作を行うための技能や技術を身に付けるための学習を実施し、設計や製作

を行った。また、意識の高揚を図るために関連施設を見学して、今一度、「もの」や「資源」につ

いて考える機会を設けた。 

  環境イベントである「ＳＤＧｓマルシェ２０２３」をはじめ、地域のイベントである「蔵王自然

の家フェスティバル」、「白石城でのイベント」、「全日本こけしコンクール」、「仙南青年文化祭ｉｎ

しろいし」に参加し、廃材を使用した作品を一般に向けて公開するとともに、参加していただいた

市民の皆様と環境について考える機会を創出した。あわせて、令和６年度のイベント参加に向けて

の準備を契機としてＳＤＧｓや循環型社会に関する意識の高揚を図った。 

  積極的に、「循環型社会に貢献できる産業人材育成事業」の取組をアピールするために、「生徒活

動成果発表会」でもプレゼンテーションを行い、「優秀賞」を受賞している。また、「白石はるかぜ

保育園」に木製玩具を寄贈した際には、報道機関３社からの取材を受け、その様子がテレビ放映さ

れた。 

  令和４年度に引き続き、木材の活用について、その多様性に着眼し『木製玩具』、『長椅子』、『キ

ーホルダー』、『組子（工芸品）』、『木製収納棚』、『カレンダー』などの作品製作や、持続可能な社

会の形成について様々な角度からアプローチしている諸施設の見学を通じて、循環型社会に貢献で

きる技術者・技能者を育成することを目標に以下の事業に取り組んだ。 

  ・木材を活用するための基礎的な道具の扱い方、加工方法に関する学習 

  ・木材を活用するために必要な継手・仕口に関する実践的な学習 

  ・廃材を活用した住宅や環境配慮型の住宅に関する事例紹介を中心とした授業実践（建築計画・

建築構造・建築施工等） 

  ・解体工事の流れや廃棄物の処理方法に関して学ぶ授業実践を見学と連動させながら実施 

  ・地域の保育園児用の木製玩具製作（５作品）（おままごとセットの修繕、木製の釣り遊びセッ

ト、園児用テーブルと椅子のセット、木製の折りたたみ式滑り台） 

 ・木製の長椅子（２０作品） ・木製作業台（８台） ・木製踏み台（３７台） 

 ・鉋の削り屑を活用した削り花（２０輪）と造花を散りばめたリーフ（２輪）の製作 

 ・木製キーホルダー（通称：トッキー）製作（１００個） ・木製の大工道具入れ（２箱） 

 ・木製カレンダー製作（１００個） ・テニス部の審判台座板（取付含む）（２枚） 

 ・伝統工芸『組子』の技法を活用した行灯の製作と各種作品の製作（３作品） 

 ・木製の収納棚（高さ９５０✕幅１３７５✕奥行８１０）（２台） ・木製スクラムマシン一式

の修繕 

 ・ものづくりコンテスト（木材加工部門）における練習材料への転用（廃棄木材を、再加工して

練習材として使用する） 

 ・環境イベント「ＳＤＧｓマルシェ２０２３」への参加と出展準備 



  ・「生徒活動成果発表会」に向けた発表準備および発表（優秀賞受賞） 

  ・持続可能な社会の形成に様々な角度からアプローチしている諸施設の建築見学（全学年） 

  ・「白石はるかぜ保育園」への木製玩具の寄贈（報道機関３社の取材を受けテレビ放映） 

  ・講師の指導による実践的な学習を契機として、地域環境にも配慮した「ものづくり」に邁進で

きる高い意識をもった人材の育成 

 

３ 当該年度の実施事業の成果 

・諸施設を見学したことによって、持続可能な社会とはどのような社会なのかを深く考える動 

機付けとなった。また、令和４年度まで実施していたリサイクル施設の見学についてもプレゼ

ンテーションしたところ、５Ｒ（リフューズ、リデュース、リユース、リペア、リサイクル）

の思考で物事を考えて取り組めるようになった。 

・廃材を活用した木製玩具製作（５作品）（おままごとセットの修繕、木製の釣り遊びセット、

園児用テーブルと椅子のセット、木製の折りたたみ式滑り台）と木製の長椅子（２０作品）を

製作し、白石市内の保育園（白石はるかぜ保育園）に寄贈させていただいた。このことにより、

生徒達は「木材」は繰り返し使用できる材料特性を持っていることを学ぶことができた。また、

ものづくりの果たすべき役割について理解し、園児をはじめとする関係者が喜んでいる姿を見

ることによって地域貢献の意味や意義について深く考えることができた。 

・廃材を活用した木製の収納棚（高さ９５０✕幅１３７５✕奥行８１０）（２台）、木製の大工道

具入れ（２箱）を製作し、校内で活用している。製作においては、特に廃材を製品に転用する

際の部材の使い分けや原寸図の作図について学習することができた。実際に廃材を使用するこ

とで、木材は繰り返し何度も転用できることをあらためて学ぶことに繋がり、「木（き）」を含

めた自然材への考え方や捉え方に意識の変化がみられた。 

・自分達で製作した木製作業台や木製踏み台を実際に各家庭（自宅）で活用することによって、

ものづくりの楽しさを知り、ものに対する愛情を育むことができた。また、破損しても学校に

持参して丁寧に修復しながら使用するなど、もの（資源）を大切にしようと努める意識の変化

を見受けることができた。 

・廃材を活用した削り花（造花）、造花を散りばめたリーフ、木製カレンダー、キーホルダー（通

称：トッキー）を製作し、文化祭や各種のイベントにおいてプレゼントや記念品（おみやげ）

として配布したり、展示品として活用したりした。本来であれば廃棄されてしまうはずのもの

が、自分達のものづくり活動によって再び日の目を見て生かされることに繋がった。この事実

は、生徒達だけではなく配布された人達にも影響を与え、創意工夫の観点によって、ものは再

び生かされるという事実を皆で共通理解し、学ぶことができた。 

・ものづくりコンテスト（木材加工部門）の取組では、廃材を再加工して練習のための部材を多

数用意できたことにより、練習回数を十分に確保することができた。 

・技能検定、建築大工(大工工事作業)の取組では、廃材を再加工して実技課題の練習に必要な材

料を多数用意できたことにより、練習回数を十分に確保することができた。木材の価格が高騰

している中で、練習材料を確保できたことは今後の取組においても心強い。 

・事業の実施によって磨き上げた技術や学び得た知識により、令和４年度に引き続き、ジュニア

マイスターゴールドに認定される生徒が２名誕生した。（本校の建築科では、初のゴールド認

定者が輩出されてから３年連続での認定となる。） 

・技術者や専門家の協力を得られたことによって、学びをより深められたことと併せて、より実

践的かつ高度な知識や技能を身に付けることに繋がった。 

 

４ 今後の展開 

・「講師の確保」…地域の事業所や工務店をはじめとして、多くの職人さんや技能者の力を借り

ながら事業を運用しているが、目指すべき目標に到達するためには、様々な分野からより多く

の協力が必要になる。貴重なお時間を頂戴しながら運用しているのが実情であるが、協力して

いただける人材の確保については、これからも大きな課題になるので、インターンシップをは

じめとした取組を通じて、地域の事業所等との繋がりをより強固に形成していく必要がある。 



・「作品の供給量」…継続的な事業の成果として、製作した作品を寄贈してほしいとの要望をい

ただくことがあるが、作品の製作には相当な手間と日数を要するため地域の要望に対して十分

に対応できていない。今後も廃材を活用した木製玩具や家具、工芸品等の製作について可能な

限りの力を注ぎながら実施していくが、地域でも広く活用していただけるように、一品モノの

作品だけではなく、汎用性の高いより簡便なものも製作できるように計画段階から配慮と工夫

をしていくことが課題である。 

・「活動の場と融通性」…循環型社会の理念に基づいた「ものづくり活動」は、生徒達に対する

教育的効果も高く、また地域との交流を図ることによって地域社会を含めたかたちで意識の高

揚に繋げることができた。よって今後も各種団体や教育機関との協力関係を築きながら、新た

な活動の場を模索しつつ、活動内容にも幅や柔軟性を持たせていくことが課題である。 

・「成果の発信」…ＳＤＧｓマルシェや地域イベントへの参加と併せて、白石工業高校ウェブサ

イトを活用しながら活動状況を意欲的に発信しているが、循環型社会を形成していくためには

地球規模での取り組みが必要不可欠になる。地道な活動を積み重ねながら情報の発信とあわせ

て、そのための手段についても模索していきたい。 

・「機械や道具の消耗」…作品製作に対して意欲をもって取り組めば取り組むほど、機械や道具

を消耗してしまうため、メンテナンスや道具の交換頻度が高くなっている。必要予算の確保を

含めた備品の運用方法についても検討していくことが課題となっている。 

 

５ 廃棄物の削減・リサイクル、適正処理の促進の効果等を示す指標の数値 

（指標：関連授業時数） 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

２９４ ２３３ ２６６ 

 

６ 事業費の推移 

単位：千円 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

２，４５８ ２，３９５ ２，４１９ 

 


